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中国の地熱資源から一一羊八井地熱田

資料惰幸則系
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中国の温泉

日本と同じように中国にも温泉が多い.その総数

はおよそ1,900に及びその46%は雲南省広東省福

建省台湾省の4省に集中している.

地帯としては長白山脈一帯遼東半島山東半島太

行山脈陳西省/胃河渓谷四川盆地南東縁部そして青

海･チベット高原(いわゆる青藏高原)南部がある.と

くに雲南省には温泉が多くその数は400をこえる･

多くは泉温カミ2〔←60℃であるが100℃をこえるも

のも少なくない.

古来有名な温泉としては雲南省騰沖火山区の温泉群

たとえば熱水塘温泉(泉温105℃)硫黄塘温泉があり

あるいは広東省の従化温泉大興安嶺の西にある阿両山

温泉台湾省の北投温泉江西省の星子温泉安徽省の

黄山温泉狂とがある･西安郊外の華清池温泉となると

第2図手八井で2番目につくられた地熱発電所出力6,000

kW(“中国画報"1982年5月号)
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第1図手八井地熱田の位置

楊貴妃と唐の玄宗皇帝とのラブロマンス張学長による

蒋介石の糠捕(いわゆる臨安事件)で有名だ.前者のラ

ブロマンスが白居易(白楽天と号する)の《長恨歌》で紐

涙をさそったのは周知のことであるが“漢皇色を重ん

じて傾国を思う"に始まり“この恨み綿々として絶

ゆるときなからん"に終る120行のこの詩の中に

第3図地熱田近くの青々とした牧場

(“中国画報"1982年5月号)

“頭を回らして一笑せば百媚生じ六宮

の粉黛顔色なし･春寒浴を賜う華清の地温

泉の水滑らかにして凝脂を洗う･侍児起つ

を扶せば橋として力校く"

とある.ゾクッとするような場面である.

ラサ

さて以上の温泉にまじってチベット自治区の拉薩

市の北西およそ70km青蔵公路に付接して手八井温泉が

ある(第1図).この温泉を中心とした熱水分布区域は

手八井地熱田(Y.ng･B趾Jinggeoth.mfi.1d)とよばれる

中国最初の地熱発電の場となっている(第2図).

手八井地熟田

拉薩から車を北酉に1時間ちょっと走らせると急に

峡谷がきれて視界が開け熱気のたちこめた広い盆地

にでる｡その中央付近が手八井地熱田(面積14km･)で

海抜4,300mもの高原盆地の一部である.

この地熱田にはさまざまな温泉がある･酉沸泉の泉�
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策4図手八井地熱田の朝(“中国画報"1982年5月号)

蝿は92.Cで同地の水の沸点よりも6℃高く他に100℃

をこえるものもあるという.蔵布河の真中にある灘沸

泉は四季を通じて高さ3m前後の湯をふき上げているし

この地熱田の南部には噴気孔やr坊主地獄｣が無数に存

在する･また東部には水温50.C前後の熱水湖があっ

てその平面積は7,3CO㎜2ばかり水深は最大し6mほど

である.

この地熱田には“一次熱水噴発"とよばれる特異な

現象がみられる･その現象については《チベット923

韮いる.それはおよそ次のようなものであった.

1977年12月4目午後2時25分密閉ずみの手八井

雷鳴のような轟音とともに大きな

第5図

湯の湖中国では“熱水湖"とよんでいる

(“中国画報"1982年5月号)

第6図坊主地獄“沸泥塘"

(“中国画報"1982年5月号)

第7図手八井の間欠泉(`中国画報'

1982年5月号)�
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策8図手八井地熱田第9号丼ヴ)噴気噴気孔の温度は148℃

に達し約2,000kWの発電力をもつものと考えられ

ている(“中国画報"1982年5月号)､

第9図手八井の一風景海抜遂,300m(坤国画報刮宣王982年5月号)

爆発的に噴出しその高さは50rnにも達した.それか

ら石カミ降り泥や砂が舞い湯煙カミあたりを包み太

陽をさえぎり轟々たる音は耳をつんざくばかりで地

上はまさに落花狼籍であった.活動は3分ほどでやん

だ､噴発の跡にN70.Eに12mS20叩に9mという楕

円形の穴が残り深さは1C数mで垂直にえぐられ中

では熱水が沸騰しその水面の深さは4.5mであった.

噴発の落下物として直径30cm前後の石カミ穴壁から60

m離れたところまで飛ばされ穴の近くには直径50cm

前後の石塊や長さ70cmから1mものコンクリｰト台の

破片が多く泥や砂は300mも遠方に散っていた.

さてこの地熱田と毛b付近の地質であるが手八井

盆地の南と北の山地に三畳紀一白亜紀の泥岩･礫岩･砂

岩と中一酸性火砕岩盆地の北部には第三紀泥岩･砂岩

2条の断裂にそって第三紀火山岩類盆地の縁辺に燕山

一アルプス期の花南岩盆地を充填して第四紀水成礫岩

･泥層(厚さ≦500m)が分布する､

熱水の貯留層は浅所に2層あって最高温度は165-

172℃自噴熱水量は26-1001/sであり熱水の化学成

分は主にC1-Na型に相当しFSi02HBO.CO｡(ガス)

の含有率カミ高くLi･Sr･Rb･Hg･Sbなどを含み熱

水のpHは大体7である･なお熱水の基礎温度は200

-240.Cに達するものと考えられている.

熱水による岩石の変質としては地熱田の北部にカオ

リン化現象がとくに強く広くあらわれ全体的には珪

化緑泥石化黄鉄鉱化赤鉄鉱化の諸作用がゆきわた

っている.

なおこの地熱田の熱水は地下深部のマグマ活動を熱

源とし水源は地表からの濠透水と考えられている.

さらに手八井地熱区カミその地に位置する理由はイン

ドプレｰトとユｰラシアプレｰトの関係からすなわち

プレｰトテクトニクスの観点で説明されている.

地熱発電所

中国最初の地熱発電所がつくられたのがこの手八井の

地でその規模は1,000ヒWであった.1977年のことで

ある.ついで1981年には出力6,000kWのものカミ完成

しそのうちの3,000kWはすでに拉薩に送電されてい

る･チベット地質局の計算では手八井地熱区全体の

発電可能量は8万kWを上まわると見こまれている.

(文責:岸本文男)
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新刊のお知らせ

1/50万活構造図高知

水理地質図32新潟県高田平野水理地質図

海洋地質図20隠岐海峡海底地質図

1/50万地質図幅京都(第4版)

1/20万地質図幅田辺

(1,390円)

(1,､790円)

(2,530円)

(2,410円)

(1,530円)

取扱先東京地学協会TEL(03)261-0809�


